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妻
が
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
は
じ
め

た
。
安
く
通
え
る

ジ
ム
を
探
し
、
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら

長
期
的
な
プ
ラ
ン

で
頑
張
っ
て
い

る
。「
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
は
違
う

よ
」「
プ
ロ
の
い
う
こ
と
を
素

直
に
聞
く
べ
き
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
出
て
く
る
▼
「
プ
ロ
は

違
う
か
ぁ
」
と
適
当
な
返
事
を

し
な
が
ら
、
原
発
事
故
の
汚
染

水
タ
ン
ク
問
題
の
ニ
ュ
ー
ス
を

眺
め
る
。
福
島
第
一
原
発
の
事

故
発
生
当
時
は
、
専
門
家
の
解

説
に
「
非
常
事
態
」
の
認
識
は

で
き
て
も
、
内
容
は
理
解
し
た

よ
う
な
気
分
に
な
る
程
度
で
、

原
子
炉
の
図
を
見
つ
め
て
い
た

▼
経
験
の
な
い
事
故
の
対
応
が

困
難
な
こ
と
は
十
分
に
理
解
で

き
る
が
、
汚
染
水
漏
れ
事
故
は

解
説
が
簡
単
で
わ
か
り
易
く
、

「
継
ぎ
目
か
ら
漏
れ
ま
し
た
」

「
傾
斜
地
の
タ
ン
ク
が
傾
い
て

い
て
水
位
計
が
」…
。
わ
か
り

易
す
ぎ
て
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

「
大
丈
夫
か
？
素
人
で
も
わ
か

る
ぞ
」
と
つ
ぶ
や
く
。「
作
業

員
は
三
交
代
で
必
死
に
働
い
て

い
ま
す
」
と
い
う
レ
ポ
ー
タ
ー

の
言
葉
に
、
理
解
で
き
な
く
て

も
被
災
地
と
現
場
に
思
い
を
は

せ
、
関
心
を
持
ち
続
け
よ
う
と

誓
う
。

吉 田 ノ ボ

こんなことにならなければよいが…
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大
会
開
会
に
あ
た
り
、
執
行

部
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
行

う
。

　

こ
の
１
年
間
は
、
大
き
な
取

り
組
み
や
状
況
の
変
化
が
あ
っ

た
。
昨
年
10
月
に
は
「
兵
庫
自

治
研
」
を
受
け
入
れ
、
無
事
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
努
力
で
、

県
本
部
は
全
分
科
会
に
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
と
り
わ
け
神
戸
市
職
労
の

レ
ポ
は
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

全
国
集
会
の
喜
び
も
束

の
間
、
12
月
の
第
46
回
衆

議
院
選
挙
で
は
、
民
主
党

が
敗
退
。
自
公
政
権
の
復

活
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。

第
２
次
安
倍
内
閣
発
足

後
、
退
職
金
引
き
下
げ
、
地
公

賃
金
削
減
の
攻
撃
が
強
ま
っ
て

い
る
。

　
「
デ
フ
レ
脱
却
」「
株
価
安
定
」

な
ど
、
経
済
再
建
へ
の
期
待
が

高
ま
り
、
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
も
自
民
党
の
圧
勝
を
許
し
て

し
ま
っ
た
。「
美
し
い
国
」
を
掲

げ
る
安
倍
内
閣
の
最
終
目
標
は

何
な
の
か
？
そ
れ
は
近
い
将
来

に
「
憲
法
改
正
」
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

自
民
党
は
、
単
独
で
衆
参
両
院

の
３
分
の
２
を
確
保
す
る
こ

と
、
そ
し
て
護
憲
、
脱
原
発
、

平
和
・
人
権
・
環
境
に
取
り
組
む

自
治
労
の
力
を
削
ぐ
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　

今
大
会
は
、
こ
う
し
た
状
況

で
開
催
さ
れ
る
。
自
民
党
の
改

憲
勢
力
に
飲
み
込
ま
れ
る
の

か
、
連
合
に
結
集
し
、
働
く
者

を
軸
と
し
た
社
会
に
す
る
の
か

の
分
岐
点
に
な
る
重
要
な
大
会

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
執
行
部

方
針
に
対
し
て
活
発
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
た
た
か
う
方
針

を
決
定
し
て
ほ
し
い
。

　

衆
参
の
選
挙
で
は
負
け
た

が
、
年
内
に
は
県
内
で
各
種
首

長
・
自
治
体
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

県
本
部
は
神
戸
市
長
選
挙
で
は

久
元
き
ぞ
う
さ
ん
、
神
河
町
長

選
挙
で
は
組
織
内
の
山
名
そ
う

ご
さ
ん
、
そ
し
て
西
脇
市
議
会

選
挙
で
は
、
同
じ
く
組
織
内
の

村
井
正
信
さ
ん
の
推
せ
ん
を
決

定
し
て
い
る
。

　

厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
下
を
向
く
の
で
は
な

く
、
団
結
を
強
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
面
す
る
現
業
公
企

闘
争
、
確
定
闘
争
を
精
い
っ
ぱ

い
た
た
か
う
こ
と
で
団
結
は
強

化
さ
れ
る
。

　

昨
年
の
自
治
研
集
会
で
は
、

住
民
が
私
た
ち
の
仕
事
に
期
待

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
前
進
す
る
た
め
、
大
会

で
議
論
を
深
め
よ
う
。

本多義弘委員長

働
く
者
の
分
岐
点
と
な
る
大
会

改
憲
勢
力
と
抗
す
る

　

大
会
は
、
坪
田
眞
樹
副
委
員

長
の
司
会
で
開
会
し
、
廣
瀬
美

惠
子
（
養
父
市
職
労
）、
大
野

義
政
（
県
職
労
）
の
両
代
議
員

を
議
長
団
に
選
出
し
議
事
を
進

め
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
本
多
義
弘

委
員
長
は
、「
厳
し
い
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。
来
賓
の
近
畿
地
連
古

川
友
則
議
長
が
、
自
治
労
の
仲

間
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
働
く
仲
間
を
代
表
し
、
連

合
兵
庫
辻
芳
治
事
務
局
長
が
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

議
事
は
、
第
５
号
議
案
「
新

規
加
盟
組
合
の
承
認
」を
先
議
。

　

県
本
部
は
、
９
月
27
～
28
日
、
第
63
回
定
期
大
会
を
神
戸
市
舞
子
ビ
ラ
で
開
催
し
た
。
大
会
に

は
、
各
単
組
の
代
議
員
、
傍
聴
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。
県

本
部
が
法
人
格
を
取
得
す
る
た
め
の
規
約
整
備
（
第
４
号
議
案
）
を
は
じ
め
、「
２
０
１
４
年
度

運
動
方
針(

案)

」
を
含
め
、
６
議
案
全
て
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
大
会
の
質
疑
で
は
合
計

18
人
が
発
言
し
単
組
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
。
新
た
な
副
委
員
長
と
し
て
、
県
職
労
の
大
野
義

政
さ
ん
、
豊
岡
病
院
労
組
か
ら
隅
田
龍
さ
ん
を
選
出
し
た
。
ま
た
、
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
労

働
組
合
と
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
ユ
ニ
オ
ン
の
自
治
労
加
盟
を
承
認
し
た
。

南
但
広
域
労
組
と
北
播
磨
ユ
ニ

オ
ン
の
自
治
労
加
盟
を
拍
手
で

承
認
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
経

過
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
を
提
案
。
質
疑
で
６
人

の
代
議
員
か
ら
発
言
を
受
け
、

全
体
の
拍
手
で
報
告
事
項
を
承

認
し
た
。
続
い
て
、
執
行
部
か

ら
14
年
度
運
動
方
針
（
案
）
な

ど
、
各
議
案
を
一
括
提
案
し
１

日
目
の
議
事
を
終
え
た
。

　

２
日
目
の
質
疑
で
、
12
人
か

ら
発
言
を
受
け
、
提
案
さ
れ
た

全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

1959年1月、大河内町（現神河町）
に生まれる（現54歳）。1977年4
月、大河内町役場入職。1995年
から自治労大河内町職書記長、
1999年から執行委員長、2005年
から神河町職執行委員長（初
代）。この間、播磨ブロック副
議長、県本部執行委員を歴任。

山名そうご
神河町長選挙 11月17日

1949年3月、西脇市に生まれる
（現64歳）。1971年4月、西脇市
役所入職し総務課、税務課、市
民課などで勤務。この間。自治
労西脇市職員組合執行委員長、
播磨ブロック副議長など歴任。
2009年10月、西脇市議会議員に
初当選。

村 井 正 信
西脇市会議員選挙 10月27日

久元きぞう
神戸市長選挙 10月27日

伊  賀　 央
豊岡市会議員選挙 10月27日

森 上 祐 治
南あわじ市会議員選挙 10月27日

　

ま
た
役
員
改
選
で
は
、
大
野

さ
ん
、
隅
田
さ
ん
を
新
副
委
員

長
に
選
出
し
、
新
体
制
を
確
立

し
た
。

　

そ
し
て
、「
改
憲
を
許
さ
な

い
決
議
」
を
代
議
員
の
拍
手
で

採
択
し
、
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
し
め
く
く
っ

た
。（
質
疑
内
容
は
別
掲
）

大会には代議員、傍聴者をあわせ約300人が参加した

厳しいからこそ団結を
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改
憲
阻
止
の
運
動
強
め
る

大
野
、隅
田
新
副
委
員
長
を
選
出

法
人
格
取
得
へ
規
約
改
正

県本部組織内候補

県本部推せん候補


